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一
、
は
じ
め
に

安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
が
影
響
を
与
え
た
ア
メ
リ
カ
の
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
（postm

odern

）
作
家
に
、
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
（Paul

A
uster,

1947-

）
が
い
る
。
オ
ー
ス
タ
ー
は
安
部
か
ら
の
影
響
を
自
認
し
て
お
り

、
(1)

安
部
と
オ
ー
ス
タ
ー
の
関
係
は
巽
孝
之

や
パ
ト
リ
シ
ア
・
メ
リ
ヴ
ェ
イ

(2)

ル
（Patricia

M
erivale

）

ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
オ
ー
ス
タ
ー
の

(3)

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』（The
N
ew
York

Trilogy,
1987 )

で
は
、
安
部
の

(4)

『
他
人
の
顔
』（
講
談
社
、
一
九
六
四
年
九
月
）
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』（
新

潮
社
、
一
九
六
七
年
九
月
）
と
同
様
に
、
都
市
空
間
を
舞
台
に
し
て
失
踪
す

る
主
人
公
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
関
係
を
指
摘
で
き
る
。
従
来
の

先
行
研
究
で
は
、
主
人
公
が
失
踪
す
る
と
い
う
設
定
が
、
ナ
サ
ニ
エ
ル
・

ホ
ー
ソ
ー
ン
（N
athaniel

H
aw
thorne,

1804-1864

）
の
短
編
小
説
「
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
」（"W

akefield,"
1835

）
に
由
来
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
お

り

、
実
際
に
作
中
で
も
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
あ
ら
す
じ
が
語

(5)

ら
れ
る
場
面
が
あ
る

。
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、

(6)

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
ナ
サ
ニ
エ

ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

―
安
部
公
房
の
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容
と
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー

ル
・
サ
ル
ト
ル
、
大
橋
健
三
郎

―

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

ロ
ン
ド
ン
と
い
う
都
市
を
舞
台
に
、
妻
を
残
し
て
失
踪
し
た
主
人
公
を
描

い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
都
市
空
間
を
背
景
に
し
て
、
妻
や
恋
人
を
残
し

て
失
踪
す
る
主
人
公
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
オ
ー
ス
タ
ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
、
安
部
公
房

『
他
人
の
顔
』
、『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
は
明
ら
か
な
類
似
を
見
せ
る
。
オ

ー
ス
タ
ー
は
、
失
踪
す
る
主
人
公
が
描
か
れ
た
安
部
の
テ
ク
ス
ト
を
パ
ロ

デ
ィ
化
す
る
際
に
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
も
同
時

に
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
両
者
の
類
似
性
を
十
分
に
理
解

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
安
部
の
『
燃
え
つ
き
た

地
図
』
を
読
む
際
に
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
の
関

係
性
を
補
助
線
に
す
れ
ば
、
テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
や
講
演
で

の
発
言
を
同
時
代
の
言
説
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
も
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
変
形
譚
小
史

―
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
、
安
部
公
房
、
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー

オ
ー
ス
タ
ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
と
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
リ
ー
・
ル
イ
ス
（B

arry
L
ew
is

）
は
、
オ
ー

ス
タ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
全
体
に
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
影
響
が
あ

り
、
オ
ー
ス
タ
ー
の
主
人
公
た
ち
は
失
踪
者
を
追
い
な
が
ら
自
ら
の
自
己

同
一
性
を
な
く
し
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
。



T
he

three
novels

of
T
he

N
ew

Y
ork

T
rilogy

illustrate

H
aw
thorne's

m
oral

that
"by

stepping
aside

for
a
m
om
ent,

a

m
an

exposes
him
self

to
a
fearful

risk
of
losing

his
place

forever."
Stillm

an,
B
lack,

and
F
anshaw

e
are

all
W
akefields

w
ho

have
stepped

aside
from

the
routines

of
daily

life
to

follow
their

ow
n
crazy

visions,
and

it
is
one

of
the

unique

ironies
of
A
uster's

w
orld

that
the

very
figures

w
ho
look

for

these
m
issing

persons
―

Q
uinn,

B
lue,

Fanshaw
e's
friend

―

are
them

selves
stripped

of
their

form
er
identities

during
their

search.

(7)

(

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
の
三
つ
の
小
説
は
、「
ち
ょ
っ
と
脇
道

に
そ
れ
る
と
、
人
は
自
分
の
場
所
を
永
遠
に
失
う
と
い
う
恐
ろ
し
い

危
険
に
身
を
さ
ら
す
の
だ
。
」
と
い
う
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
寓
意
を
例
証

し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
や
ブ
ラ
ッ
ク
、
フ
ァ
ン
シ
ョ
ー
は
皆
、

自
身
の
狂
気
の
幻
影
の
後
を
追
っ
て
日
常
生
活
の
仕
事
か
ら
脇
道
に

そ
れ
て
し
ま
っ
た
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
だ
。
こ
れ
は
オ
ー
ス

タ
ー
の
世
界
に
独
特
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
り
、
失
踪
者
を
追
う
当
の

本
人

―
ク
ィ
ン
、
ブ
ル
ー
、
フ
ァ
ン
シ
ョ
ー

―
は
、
捜
査
を
す

る
う
ち
に
、
自
分
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た
自
己
同
一
性
を
は
ぎ
落
と

す
の
だ
。)

（
拙
訳
、
以
下
同
）

ル
イ
ス
は
こ
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
タ
ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

三
部
作
』
に
は
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
影
響
が
あ
り
、

主
人
公
が
失
踪
者
を
追
っ
た
り
す
る
こ
と
で
「
日
常
生
活
の
仕
事
か
ら
脇

道
に
そ
れ
」
、
自
己
同
一
性
を
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
「
日

常
生
活
の
仕
事
か
ら
脇
道
に
そ
れ
」
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
オ
ー
ス
タ

ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
や
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

の
主
人
公
た
ち
が
「
失
踪
」
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
主
人

公
が
「
失
踪
」
す
る
小
説
は
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
以

外
に
も
あ
り
、
例
え
ば
安
部
公
房
の
失
踪
三
部
作

―
『
砂
の
女
』（
新
潮

社
、
一
九
六
二
年
六
月
）
、
『
他
人
の
顔
』
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

―
に
お

い
て
も
、
主
人
公
が
「
失
踪
」
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
「
失
踪
者
を
追

う
当
の
本
人
」
が
「
捜
査
を
す
る
う
ち
に
、
自
分
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た

自
己
同
一
性
を
は
ぎ
落
と
す
」
と
い
う
特
徴
は
、
安
部
『
燃
え
つ
き
た
地

図
』
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
失
踪
者
を
扱
っ
た
テ
ク
ス

ト
と
い
う
点
で
、
ジ
ャ
ン
ル
的
に
も
類
似
を
見
せ
る
安
部
『
燃
え
つ
き
た

地
図
』
と
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
関
係
性
を
探
る
こ

と
に
す
る
。

ホ
ー
ソ
ー
ン
の
短
編
集
『
ト
ワ
イ
ス
・
ト
ー
ル
ド
・
テ
ー
ル
ズ
』

（Tw
ice-Told

Tales,
1837

）
に
収
録
さ
れ
た
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、

ロ
ン
ド
ン
（L

ondon

）
と
い
う
都
市
を
舞
台
に
し
て
、
妻
を
残
し
て
二
〇

年
以
上
失
踪
し
て
し
ま
う
主
人
公
を
描
い
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
主
人
公

は
失
踪
し
た
と
い
っ
て
も
、
も
と
の
自
分
の
家
の
す
ぐ
隣
町
に
部
屋
を
借

り
て
住
み
な
が
ら
、
妻
を
見
張
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ホ
ー
ソ
ー
ン
は
、

こ
の
物
語
が
再
現
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

B
ut
the

incident,
though

of
purest

originality,
unexam

pled,
and



probably
never

to
be
repeated,

is
one,

I
think,

w
hich

appeals
to

the
general

sym
pathies

of
m
ankind.

W
e
know

,
each

for

him
self,

that
none

of
us
w
ould

perpetrate
such

a
folly,

yet
feel

as
if
som

e
other

m
ight.

(8)

（
し
か
し
、
こ
の
出
来
事
は
、
そ
の
独
創
性
に
は
類
い
ま
れ
な
純
粋

さ
が
あ
り
、
先
例
も
な
く
、
お
そ
ら
く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
が
、
私
が
思
う
に
は
、
人
類
の
普
遍
的
な
共
感
に
訴
え
る
も

の
だ
ろ
う
。
我
々
は
皆
、
誰
も
そ
の
よ
う
な
愚
か
な
こ
と
を
し
た
り

は
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
誰
か
が
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
は
感
じ
て
は
い
る
の
だ
。
）

こ
こ
で
ホ
ー
ソ
ー
ン
は
「
お
そ
ら
く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ

う
が
」
と
は
言
い
つ
つ
も
、
「
誰
か
が
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
は

感
じ
て
は
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
短
編
集
『
ト
ワ
イ
ス
・
ト
ー
ル
ド
・
テ
ー
ル
ズ
』
の
タ
イ
ト

ル
を
『
二
度
語
ら
れ
た
物
語
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
作
品
、
と
く
に
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

は
他
の
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
「
二
度
語
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
最
近
で

は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
家
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ル
テ
ィ
（E

duardo
B
erti,

1964-

）
が
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
物
語
を
失
踪
者

の
妻
の
視
点
か
ら
描
い
た
長
編
小
説
『
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
妻
』（L

a

M
ujer

W
akefield,

1999

）
を
発
表
し
て
い
る

。
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ

(9)

ス
（Jorge

L
uis

B
orges,

1899-1986

）
は
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
（Franz

K
afka,

1883-1924

）
が
登
場
す
る

半
世
紀
以
上
前
の
ア
メ
リ
カ
で
書
か
れ
た
カ
フ
カ
的
な
小
説
だ
と
評
し
て

い
る

。
ホ
ー
ソ
ー
ン
『
ホ
ー
ソ
ー
ン
短
編
小
説
集
』（
坂
下
昇
訳
、
岩
波
書

(10)

店
、
一
九
九
三
年
七
月
）
の
「
訳
注
」
で
、
坂
下
昇
は
「
も
し
カ
フ
カ
が
こ

の
話
を
書
い
て
い
た
ら
、
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を
家
に
戻
ら
せ
な
か
っ

た
ろ
う
。
」

と
書
い
て
い
る
が
、
失
踪
者
を
「
家
に
戻
ら
せ
」
ず
に
、

(11)

カ
フ
カ
的
に
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
物
語
を
反
復
さ
せ
た
の
が
、

オ
ー
ス
タ
ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
で
あ
る
。
安
部
公
房
の
『
他
人

の
顔
』
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
い
っ
た
、
都
市
を
舞
台
に
「
失
踪
」

を
描
い
た
作
品
も
ま
た
、
こ
の
系
列
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る

。
(12)

一
九
世
紀
中
頃
の
ア
メ
リ
カ
文
学
で
は
、
「
都
市
」
を
舞
台
に
し
た
作

品
が
多
数
、
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
二
〇
年
か
ら
一
八
六
〇
年
に

至
る
ま
で
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（N

ew
Y
ork

）

や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

(Philadelphia )

、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
（B

altim
ore

）
と
い
っ
た
都
市
の
人
口
が
急

上
昇
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て

、
都
市
の
群
衆
や
無
名
性
を
描
い
た
作

品
が
書
か
れ
た
の
で
あ
る

。
そ
の
代
表
が
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ

(13)

ー
（E

dgar
A
llan

P
oe,
1809-1849

）
の
「
群
衆
の
人
」（"T

he
M
an
of
the
C
row
d,"

1840

）
や
世
界
初
の
探
偵
小
説
で
あ
る
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」（"T

he
M
urders

in
the

R
ue
M
orgue,"

1841

）
、
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
（H

erm
an
M
elville,

1819-1891

）
の
短
編
集
『
ピ
ア
ザ
物
語
』（The

P
iazza

Tales,
1856

）
に
収
録

さ
れ
た
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
」（"B

artleby,"
1853

）
な
ど
で
あ
っ
た
。

安
部
が
都
市
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
描
い
た
背
景
に
も
都
市
化
の
問
題

が
あ
っ
た
。
安
部
は
『
砂
の
女
』
で
砂
丘
と
い
う
「
辺
境
」
を
舞
台
に
し

て
失
踪
者
を
描
い
た
が
、
『
他
人
の
顔
』
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
で
は



「
都
市
」
を
舞
台
に
し
て
失
踪
者
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
に
一

九
六
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
都
市
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
波
潟
剛
が
論

じ
て
い
る

。
(14)

ホ
ー
ソ
ー
ン
と
安
部
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究

で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
メ
リ
ヴ
ェ
イ

ル
は
、
そ
の
間
テ
ク
ス
ト
性
（intertextuality

）
に
注
目
し
て
い
る
。

H
aw
thorne's

"W
akefield,"

for
instance,

that
paradigm

atic

m
etaphysical

M
issing

P
erson

story,
is
as
notable

an
intertext

for
A
uster

as
it
w
as
earlier

for
A
be.

(15)

（
例
え
ば
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、
模
範

的
な
形
而
上
学
的
失
踪
者
小
説
で
あ
り
、
安
部
に
と
っ
て
は
さ
ら
に

早
く
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
タ
ー
に
と
っ
て
も
重
要

な
間
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
）

ま
た
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
探

偵
小
説
の
関
係
を
論
じ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
ウ
ォ
ー
プ
（R

ichard
S
w
ope

）

の
論
文
で
は
、
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
よ
う
に
「
失
踪
」
を
扱
っ

た
文
学
作
品
が
、
居
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
探
偵
を
描
く
「
中
間
的

な
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」（in-betw

een
W
akefield

）
、
都
市
で
迷
っ
て
し

ま
う
探
偵
を
描
く
「
都
市
の
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」（urban

W
akefield

）
、

現
実
の
世
界
の
物
理
的
な
限
界
を
超
越
す
る

的
な
「
超
自
然
的
な
ウ

S
F

ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」（supernatural

W
akefield

）
に
分
類
さ
れ
て
い
る

。「
都

(16)

市
の
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
代
表
と
し
て
、
ト
マ
ス
・
ピ
ン
チ
ョ
ン

（T
hom

as
Pynchon,

1937-

）
の
『
競
売
ナ
ン
バ
ー

の
叫
び
』（The

C
rying

of

49

Lot
49,

1966

）
や
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
『
ガ
ラ
ス
の
街
』
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が

、
安
部
公
房
の
『
他
人
の
顔
』
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

(17)

も
ま
た
、
こ
の
系
譜
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
都
市
」

を
舞
台
に
し
て
「
失
踪
」
と
夫
婦
関
係
を
描
い
て
い
る
点
で
、
ホ
ー
ソ
ー

ン
が
安
部
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
メ
リ
ヴ
ェ
イ
ル
が
言

う
よ
う
に
、
安
部
に
と
っ
て
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
重
要
な
間
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
の

よ
う
に
読
み
、
安
部
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

三
、「
既
成
事
実
」
か
ら
の
「
失
踪
」

―
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
、
安
部
『
燃
え
つ
き
た
地

図
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
安
部
の
テ
ク
ス
ト
の
ど
の

箇
所
に
、
そ
の
痕
跡
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
燃
え

つ
き
た
地
図
』
で
は
、
都
市
を
舞
台
に
し
て
、
妻
を
残
し
て
失
踪
し
た
男

を
探
す
探
偵
が
逆
に
失
踪
し
て
し
ま
う
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
燃
え

つ
き
た
地
図
』
と
海
外
文
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
丁
熹
貞
が
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
（hard-boiled

）
作
家
ダ
シ
ー
ル
・
ハ
メ
ッ
ト
（Sam

uel
D
ashiell

H
am
m
ett,

1894-1961

）
の
『
赤
い
収
穫
』（R

ed
H
arvest,

1929

）
と
の
関
係
性

を
文
学
の
記
録
性
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る

。
そ
れ
で
は
、
ホ
ー
ソ
ー

(18)

ン
か
ら
の
影
響
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
箇
所
を
、
単
語
レ
ベ
ル
で



論
じ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
主
人
公
が
最
終

的
に
失
踪
し
て
し
ま
う
直
前
の
場
面
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
ぼ
く
は
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
ど
ま
る
。
空
気
の
バ
ネ
に
押

し
も
ど
さ
れ
た
よ
う
に
、
立
ち
ど
ま
る
。
左
足
の
つ
ま
先
か
ら
、
右

足
の
踵
に
う
つ
し
か
け
た
重
心
が
、
ま
た
逆
流
し
て
き
て
、
左
の
膝

の
あ
た
り
に
ず
っ
し
り
と
重
み
を
か
け
る
。
道
の
勾
配
が
か
な
り
急

だ
か
ら
だ
。
(19)

し
か
し
ぼ
く
は
、
思
い
が
け
な
く
立
ち
ど
ま
る
。
空
気
の
バ
ネ
に

押
し
も
ど
さ
れ
た
よ
う
に
、
立
ち
ど
ま
る
。
ふ
だ
ん
は
気
に
も
と
め

な
か
っ
た
、
こ
の
坂
道
の
光
景
の
、
奇
妙
に
鮮
明
な
印
象
に
、
つ
い

尻
込
み
し
た
い
よ
う
な
気
持
で
、
立
ち
ど
ま
る
。
立
ち
ど
ま
っ
た
理

由
は
、
ぼ
く
な
り
に
、
む
ろ
ん
分
か
っ
て
は
い
た
が
、
し
か
し
信
じ

が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
ぼ
く
は
、
こ
の
す
ぐ
先
の
、
カ
ー

ブ
の
向
う
に
あ
る
は
ず
の
光
景
を

―
い
ま
目
に
し
て
い
る
、
こ
の

坂
の
途
中
と
、
同
じ
く
ら
い
よ
く
見
知
っ
て
い
る
は
ず
の
風
景

を

―
な
ぜ
か
ど
う
し
て
も
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
(20)

こ
の
二
つ
の
引
用
箇
所
で
、
主
人
公
は
「
立
ち
ど
ま
る
」
。
こ
の
場
面

で
は
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
冒
頭
で
主
人
公
が
依
頼
人
の
住
む
団
地

に
向
か
う
場
面
の
描
写
が
反
復
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
団
地
が
差
異
を
含
ん

だ
観
点
か
ら
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
波
潟
剛
に
よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ク
ス

ト
の
冒
頭
で
は
、主
人
公
は
団
地
の
中
を
自
動
車
に
乗
っ
て
移
動
す
る
が
、

主
人
公
が
歩
き
な
が
ら
団
地
に
向
か
い
「
立
ち
ど
ま
」
っ
て
し
ま
う
の
は
、

社
会
的
関
係
を
放
棄
し
た
主
人
公
と
団
地
の
生
活
者
と
の
断
絶
の
た
め
だ

と
い
う

。
主
人
公
は
失
踪
す
る
直
前
ま
で
「
よ
く
見
知
っ
て
い
る
は
ず

(21)

の
風
景
」
を
「
ふ
だ
ん
は
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
」
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ま
で
は
こ
の
風
景
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
「
本
質
」（essence

）
を
主
人

公
は
規
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
カ
ー
ブ
の
向
う
に
あ
る
は

ず
の
光
景
」
と
は
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（Im

m
anuel

K
ant,

1724-1804

）

が
言
う
「
物
自
体
」(thing

in
itself )

の
よ
う
に
「
見
え
な
い
も
の
」
な
の

で
あ
る

。
そ
の
「
見
え
な
い
も
の
」
が
「
い
ま
目
に
し
て
い
る
、
こ
の

(22)

坂
の
途
中
と
、
同
じ
く
ら
い
よ
く
見
知
っ
て
い
る
は
ず
の
風
景
」
に
発
見

さ
れ
、
自
分
が
以
前
規
定
し
た
「
本
質
」
に
は
還
元
不
可
能
な
複
数
性
を

有
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
人
公
の
見

る
「
世
界
」
に
差
異
が
与
え
ら
れ
「
異
化
」
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
主
人
公
が
「
立
ち
ど
ま
る
」
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。

実
は
、
主
人
公
が
「
立
ち
止
ま
る
」
と
い
う
、
こ
の
身
ぶ
り
は
、
ホ
ー

ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
も
登
場
す
る
。
次
に
引
用
す
る
の

は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
が
失
踪
し
た
次
の
日
に
、
失
踪
前
の
自
分
の

家
を
見
た
と
き
の
場
面
で
あ
る
。

H
e
gathers

courage
to
pause

and
look

hom
ew
ard,

but
is

perplexed
w
ith

a
sense

of
change

about
the

fam
iliar

edifice,

such
as
affects

us
all,

w
hen,

after
separation

of
m
onths

or

years,
w
e
again

see
som

e
hill

or
lake,

or
w
ork

of
art,

w
ith



w
hich

w
e
w
ere

friends,
of

old.
In

ordinary
cases,

this

indescribable
im
pression

is
caused

by
the

com
parison

and

contrast
betw

een
our

im
perfect

rem
iniscences

and
the

reality.

In
W
akefield,

the
m
agic

of
a
single

night
has

w
rought

a
sim
ilar

transform
ation,

because,
in
that

brief
period,

a
great

m
oral

change
has

been
effected.

(23)

（
彼
は
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
立
ち
止
ま
り
、
家
の
方
を
見
て
み
る

が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
建
物
が
い
つ
も
と
は
違
う
感
じ
が
し

て
、
当
惑
し
て
し
ま
う
。
何
ヶ
月
か
何
年
か
離
れ
て
か
ら
、
昔
か
ら

親
し
ん
で
い
た
丘
や
湖
、
芸
術
作
品
を
も
う
一
度
、
見
た
と
き
に
襲

わ
れ
る
感
覚
で
あ
る
。
普
通
の
場
合
は
、
こ
の
形
容
で
き
な
い
印
象

は
、
わ
れ
わ
れ
の
不
完
全
な
記
憶
と
現
実
と
の
比
較
と
差
異
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
場
合
は
、
同

じ
変
身
を
一
晩
の
魔
法
が
も
た
ら
し
た
の
だ
。
こ
の
短
い
間
に
、
大

き
な
道
徳
上
の
変
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
）

こ
の
引
用
箇
所
で
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
「
よ
く
見
知
っ
て
い

る
は
ず
の
建
物
」
に
差
異
を
感
じ
る
。
「
失
踪
」
を
果
た
す
こ
と
で
、
「
大

き
な
道
徳
上
の
変
化
」
が
生
じ
、
主
人
公
の
も
の
の
見
方
に
「
異
化
」
が

生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
家
は
「
同
じ
も
の
」
で
あ
り
な
が
ら
も
「
差
異
」

を
含
ん
で
反
復
す
る
。
主
人
公
が
「
立
ち
止
ま
る
」
の
は
、
こ
の
「
差
異
」

を
感
じ
た
と
き
で
あ
る
。「
失
踪
」
に
よ
っ
て
「
大
き
な
道
徳
上
の
変
化
」

が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
が
「
差
異
」
を
感
じ

る
一
方
で
、
安
部
の
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
主
人
公
の
場
合
は
、
一
種

の
記
憶
喪
失
に
な
る
こ
と
で
「
カ
ー
ブ
の
向
う
に
あ
る
は
ず
の
光
景
」
を

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
「
都
市
」
の
風
景
に
「
差
異
」
を
発

見
す
る
。
主
人
公
が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
も
の
に
「
差
異
」
を
発

見
し
て
「
立
ち
止
ま
る
」
と
い
う
点
で
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
「
ウ

ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
類
似
を
見
せ
る
。

安
部
と
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、こ
の
「
差

異
」
が
安
部
の
テ
ク
ス
ト
で
は
実
存
主
義
（existentialism

）
的
に
描
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。「
カ
ー
ブ
の
向
う
に
あ
る
は
ず
の
光
景
」

と
は
、
カ
ン
ト
的
「
物
自
体
」
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul

Sartre,
1905-1980

）
的
「
実
存
」（existence

）
を
表
す
も
の
と
し
て
言
い
換
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
「
吐
き
気
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
見
え
な
い
も
の
を
、

む
り
に
見
と
ど
け
よ
う
と
し
て
、
目
を
こ
ら
し
す
ぎ
た
せ
い
か
も
し
れ
な

い
。
吐
き
気
に
、
め
ま
い
ま
で
が
加
わ
っ
て
き
た
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、

(24)

『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
主
人
公
は
「
不
在
」
の
「
見
え
な
い
も
の
」
を

見
よ
う
と
し
て
「
吐
き
気
」
を
感
じ
て
い
る
。
「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
に
あ

る
「
見
え
な
い
も
の
」
と
は
、
「
現
象
」（phenom

enon

）
の
世
界
の
外
部
に

あ
る
「
叡
智
界
」（intelligible

w
orld

）
の
「
物
自
体
」
で
あ
り
、
「
本
質
」

に
は
還
元
不
可
能
な
「
実
存
」
な
の
で
あ
る
。
「
実
存
」
に
対
し
て
「
吐

き
気
」
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』（La

N
ausée,

1938

）

が
想
起
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
嘔
吐
』
で
は
、
主
人
公
が
公
園
で
、「
本
質
」

に
は
還
元
不
可
能
な
「
マ
ロ
ニ
エ
の
根
」
を
見
て
「
吐
き
気
」
に
襲
わ
れ

る
場
面
が
あ
る
。

私
は
、
肩
の
荷
が
下
り
た
と
も
、
満
足
し
て
い
る
と
も
言
う
こ
と
は



で
き
な
い
。
反
対
に
、
私
は
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
私
の
目
的
は

達
せ
ら
れ
た
。
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
一

月
以
来
私
に
起
っ
た
こ
と
を
、
す
べ
て
理
解
し
た
。
〈
吐
き
気
〉
は

私
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
離
れ
る
だ
ろ
う
と
も
思

わ
な
い
。
し
か
し
私
は
も
う
、
吐
き
気
に
は
襲
わ
れ
ま
い
。
吐
き
気

と
は
、
も
は
や
病
気
で
も
、
一
時
的
な
咳
込
み
で
も
な
く
、
こ
の
私

自
身
な
の
だ
。

さ
て
、
い
ま
し
が
た
、
私
は
公
園
に
い
た
の
で
あ
る
。
マ
ロ
ニ
エ

の
根
は
、
ち
ょ
う
ど
私
の
腰
掛
け
て
い
た
ベ
ン
チ
の
真
下
の
大
地
に
、

深
く
つ
き
刺
さ
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
根
で
あ
る
こ
と
を
、
も
う
思
い

だ
せ
な
か
っ
た
。
言
葉
は
消
え
失
せ
、
言
葉
と
と
も
に
事
物
の
意
味

も
そ
の
使
用
法
も
、
ま
た
事
物
の
表
面
に
人
間
が
記
し
た
弱
い
符
号

も
み
な
消
え
去
っ
た
。
い
く
ら
か
背
を
丸
め
、
頭
を
低
く
垂
れ
、
た

っ
た
ひ
と
り
で
私
は
、
そ
の
黒
い
節
く
れ
だ
っ
た
、
生
地
そ
の
ま
ま

の
塊
と
じ
っ
と
向
か
い
あ
っ
て
い
た
。
そ
の
塊
は
私
に
恐
怖
を
与
え

た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
あ
の
天
啓
を
得
た
の
で
あ
る
。
(25)

こ
こ
で
は
、
「
マ
ロ
ニ
エ
の
根
」
の
「
実
存
」
は
、
「
そ
れ
が
根
で
あ
る

こ
と
」
に
対
し
て
現
象
学
的
還
元(phenom

enological
reduction

）
を
行
う
こ

と
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
現
象
学
的
還
元
は
、
主
人
公
が
「
マ
ロ
ニ

エ
の
根
」
の
「
本
質
」
を
「
思
い
だ
せ
な
か
っ
た
」
と
い
う
、
あ
る
種
の

記
憶
喪
失
を
と
お
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
安
部
『
燃
え
つ

き
た
地
図
』
の
主
人
公
が
失
踪
直
前
に
記
憶
喪
失
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
と
類
似
を
成
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
が
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
描
い
た
、
主

人
公
が
「
よ
く
見
知
っ
て
い
る
は
ず
の
建
物
」
に
「
差
異
」
を
発
見
し
て

「
立
ち
止
ま
る
」
場
面
を
、
安
部
は
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
に
お
い
て
、

サ
ル
ト
ル
の
『
嘔
吐
』
で
描
か
れ
た
、「
実
存
」
に
直
面
し
た
と
き
の
「
吐

き
気
」
の
感
覚
を
応
用
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
他
に
も
安
部
と
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
共
通
し
て
登
場
す

る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
微
笑
」
で
あ
る
。
安
部
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

の
主
人
公
は
、
物
語
の
最
後
、
失
踪
す
る
直
前
に
、
猫
の
死
骸
に
名
前
を

つ
け
て
や
ろ
う
と
し
て
、
「
贅
沢
な
微
笑
が
頬
を
融
か
し
、
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
る
」

。
こ
の
「
微
笑
」
も
ま
た
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ

(26)

ー
ル
ド
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の

場
合
に
も
、
主
人
公
が
「
失
踪
」
す
る
直
前
に
顔
に
「
微
笑
」(sm

ile )

を

浮
べ
る
場
面
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
こ
の
「
微
笑
」
は
一
九
三
四
年
八
月

に
岩
波
文
庫
で
刊
行
さ
れ
た
佐
藤
淸
訳
で
も
「
微
笑
」
と
翻
訳
さ
れ

、
(27)

大
橋
健
三
郎
訳
（
一
九
八
〇
年
四
月
）

や
坂
下
昇
訳
（
一
九
九
三
年
七
月
）

、

(28)

(29)

國
重
純
二
訳
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
）

な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
翻
訳
で
「
微
笑
」

(30)

と
い
う
言
葉
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

A
fter

the
door

has
closed

behind
him
,
she

perceives
it
thrust

partly
open,

and
a
vision

of
her

husband's
face,

through
the

aperture,
sm
iling

on
her,

and
gone

in
a
m
om
ent.

For
the

tim
e,

this
little

incident
is
dism

issed
w
ithout

a
thought.

B
ut,

long

afterw
ards,

w
hen

she
has

been
m
ore

years
a
w
idow

than
a

w
ife,

that
sm
ile

recurs,
and

flickers
across

all
her



rem
iniscences

of
W
akefield's

visage.
In
her

m
any

m
usings,

she

surrounds
the

original
sm
ile

w
ith

a
m
ultitude

of
fantasies,

w
hich

m
ake

it
strange

and
aw
ful;

as,
for

instance,
if
she

im
agines

him
in
a
coffin,

that
parting

look
is
frozen

on
his
pale

features;
or,
if
she

dream
s
of
him

in
H
eaven,

still
his

blessed

spirit
w
ears

a
quiet

and
crafty

sm
ile.

Y
et,
for
its
sake,

w
hen

all

others
have

given
him

up
for

dead,
she

som
etim

es
doubts

w
hether

she
is
a
w
idow

.
(31)

（
彼
の
後
ろ
で
ド
ア
が
閉
ま
る
と
、
ド
ア
が
す
こ
し
開
い
て
い
る
の

に
彼
女
は
気
が
付
い
た
。
す
き
ま
か
ら
、
彼
女
に
微
笑
ん
で
い
る
夫

の
顔
が
見
え
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
消
え
た
。
そ
の
時
は
、
こ
の
小
さ
な

出
来
事
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、
妻
だ
っ
た
時
間
よ
り
も
未
亡
人
で
あ
る

時
間
が
長
く
な
る
と
、
そ
の
微
笑
が
思
い
出
さ
れ
て
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ

ー
ル
ド
の
顔
の
記
憶
の
中
で
明
滅
す
る
の
だ
っ
た
。
彼
女
が
た
く
さ

ん
物
思
い
に
ふ
け
る
中
で
も
、
こ
の
風
変
わ
り
な
微
笑
に
は
多
く
の

空
想
を
連
想
し
、
そ
れ
が
そ
の
微
笑
を
さ
ら
に
奇
妙
で
恐
ろ
し
い
も

の
に
す
る
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
が
棺
桶
に
入
っ
て
い
る
の
を
想

像
す
る
と
、
そ
の
青
白
い
顔
立
ち
の
上
に
、
彼
が
失
踪
し
た
と
き
の

表
情
が
凍
り
つ
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
彼
が
天
国
に
い

る
の
を
想
像
す
る
と
、
依
然
と
し
て
彼
の
神
聖
な
魂
は
、
穏
や
か
で

悪
賢
い
微
笑
を
浮
べ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
微
笑
の
た
め
に
今
な

お
、
他
の
み
ん
な
が
彼
は
死
ん
だ
と
諦
め
て
い
て
も
、
彼
女
に
は
自

分
が
未
亡
人
か
ど
う
か
を
疑
う
と
き
が
あ
る
の
だ
。
）

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
微
笑
」
は
、
「
失
踪
」
す
る
直
前
に
彼
が

残
し
た
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
主
人
公
が
「
不
在
」
の
存
在
と
な
る
瞬

間
に
残
さ
れ
た
「
痕
跡
」
と
し
て
「
微
笑
」
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
妻
は
、
彼
が
「
棺
桶
に
入
っ
て
い
る
」
場
面
や

「
天
国
に
い
る
」
場
面
を
想
像
し
、
彼
が
こ
の
世
に
は
い
な
い
「
不
在
」

の
存
在
で
あ
る
の
を
想
像
す
る
た
び
に
、
彼
の
「
微
笑
」
を
思
い
出
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
微
笑
」
は
「
自
分
が
未
亡
人
か
ど
う
か
」
を
疑
わ
せ
る
。

こ
の
「
微
笑
」
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
が
二
〇
年
間
の
失
踪
を
経

て
自
分
の
も
と
の
家
へ
と
帰
る
際
に
も
描
か
れ
て
い
る

。
(32)

T
he
door

opens.
A
s
he
passes

in,
w
e
have

a
parting

glim
pse

of

his
visage,

and
recognize

the
crafty

sm
ile,

w
hich

w
as
the

precursor
of
the

little
joke,

that
he
has

ever
since

been
playing

off
at
his
w
ife's

expense.

(33)

（
ド
ア
が
開
く
。
彼
が
ま
た
い
で
入
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
顔
と

の
告
別
の
一
瞥
を
し
、
悪
賢
い
微
笑
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
自
分
の

妻
を
犠
牲
に
し
て
行
わ
れ
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冗
談
の
前
兆
だ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
）

つ
ま
り
、
こ
の
「
微
笑
」
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
が
「
不
在
」
と

「
現
前
」
の
間
を
行
き
来
す
る
際
に
描
か
れ
て
い
る
表
情
な
の
で
あ
る
。

安
部
公
房
の
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
で
も
ま
た
、
主
人
公
が
失
踪
直
前

に
「
微
笑
」
す
る
場
面
が
あ
る
。



過
去
へ
の
通
路
を
探
す
の
は
、
も
う
よ
そ
う
。
手
書
き
の
メ
モ
を
た

よ
り
に
、
電
話
を
か
け
た
り
す
る
の
は
、
も
う
沢
山
だ
。
車
の
流
れ

に
、
妙
な
よ
ど
み
が
あ
り
、
見
る
と
轢
き
つ
ぶ
さ
れ
て
紙
の
よ
う
に

薄
く
な
っ
た
猫
の
死
骸
を
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
が
よ
け
て
通
ろ
う

と
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
無
意
識
の
う
ち
に
、
ぼ
く
は
そ
の
薄
っ
ぺ

ら
な
猫
の
た
め
に
、
名
前
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
し
、
す
る
と
、
久
し

ぶ
り
に
、
贅
沢
な
微
笑
が
頬
を
融
か
し
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。
(34)

『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
主
人
公
は
「
轢
き
つ
ぶ
さ
れ
て
紙
の
よ
う
に

薄
く
な
っ
た
猫
の
死
骸
」
に
名
前
を
つ
け
よ
う
と
し
て
、
「
贅
沢
な
微
笑

が
頬
を
融
か
し
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
」
。
こ
の
一
場
面
を
考
え
る
際
に

重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
沖
縄
出
身
の
詩
人
、
山
之
口

貘
（
一
九
〇
三
―
一
九
六
三
年
）
の
詩
集
『
鮪
に
鰯
』（
原
書
房
、
一
九
六
四
年
一

二
月
）
に
収
録
さ
れ
た
詩
「
ね
ず
み
」
で
あ
る
。

生
死
の
生
を
ほ
っ
ぽ
り
出
し
て

ね
ず
み
が
一
匹
浮
彫
み
た
い
に

往
来
の
ま
ん
な
か
に
も
り
あ
が
っ
て
い
た

ま
も
な
く
ね
ず
み
は
ひ
ら
た
く
な
っ
た

い
ろ
ん
な

車
輪
が

す
べ
っ
て
来
て
は

あ
い
ろ
ん
み
た
い
に
ね
ず
み
を
の
し
た

ね
ず
み
は
だ
ん
だ
ん
ひ
ら
た
く
な
っ
た

ひ
ら
た
く
な
る
に
し
た
が
っ
て

ね
ず
み
は

ね
ず
み
一
匹
の

ね
ず
み
で
も
な
け
れ
ば
一
匹
で
も
な
く
な
っ
て

そ
の
死
の
影
す
ら
消
え
果
て
た

あ
る
日

往
来
に
出
て
見
る
と

ひ
ら
た
い
物
が
一
枚

陽
に
た
た
か
れ
て
反
っ
て
い
た
(35)

安
部
の
「
猫
」
と
山
之
口
の
「
ね
ず
み
」
の
描
写
は
明
ら
か
に
類
似
し

て
お
り
、
ど
ち
ら
も
自
動
車
に
ひ
か
れ
て
薄
く
な
っ
た
動
物
を
描
い
て
い

る
。
安
部
の
「
見
る
と
轢
き
つ
ぶ
さ
れ
て
紙
の
よ
う
に
薄
く
な
っ
た
猫
の

死
骸
」
の
一
節
と
対
応
す
る
の
が
、
山
之
口
の
「
あ
る
日

往
来
に
出
て

見
る
と
／
ひ
ら
た
い
物
が
一
枚
／
陽
に
た
た
か
れ
て
反
っ
て
い
た
」
の
一

節
で
あ
る
。
安
部
が
山
之
口
の
詩
を
受
容
し
た
と
考
え
た
場
合
、
な
ぜ
「
ね

ず
み
」
で
は
な
く
「
猫
」
を
登
場
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
山
之
口
の
詩
集

『
思
弁
の
苑
』（
む
ら
さ
き
出
版
部
、
一
九
三
八
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
た
詩
「
猫
」

で
は
、
「
蹴
つ
飛
ば
さ
れ
て
」
も
「
落
つ
こ
ち
る
と
い
ふ
こ
と
の
な
い
身

軽
な
獣
」
と
し
て
「
猫
」
が
描
か
れ
て
い
る

。
安
部
の
場
合
は
逆
に
、

(36)

山
之
口
「
ね
ず
み
」
で
描
か
れ
た
よ
う
な
「
猫
」
を
描
い
て
い
る
。
安
部

の
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
が
、
失
踪
者
を
追
う
探
偵
が
失
踪
者
に
な
る
物

語
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
場
合
、
「
ね
ず
み
」
を
追
う
「
猫
」
が
「
ね

ず
み
」
に
な
っ
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
主



人
公
が
「
微
笑
」
を
浮
べ
る
の
は
、
山
之
口
が
「
ね
ず
み
」
に
は
与
え
な

か
っ
た
名
前
を
「
猫
の
死
骸
」
に
与
え
よ
う
と
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
「
猫

の
死
骸
」
に
つ
い
て
の
文
章
が
登
場
す
る
前
に
、
主
人
公
は
「
既
知
の
世

界
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

誰
だ
っ
て
、
ど
ん
な
健
康
な
人
間
だ
っ
て
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
場

所
以
外
の
こ
と
な
ど
、
知
っ
て
い
る
わ
け
が
な
い
の
だ
。
誰
だ
っ
て
、

今
の
ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に
、
狭
い
既
知
の
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
の
だ
。
(37)

安
部
が
こ
こ
で
言
う
「
世
界
」
と
は
カ
ン
ト
的
「
現
象
界
」
の
よ
う
な

も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
引
用
箇
所
で
は
、
自
分
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
世

界
」
の
限
界
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
回
、「
誰
だ
っ
て
」

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
お
り
、
自
分
の
知
る
こ
と
の
で
き
る
、「
悟
性
」

（understanding

）
で
理
解
で
き
る
「
世
界
」
が
有
限
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
こ
の
作
品
で
言
う
「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
「
世

界
」
の
「
外
部
」
に
あ
る
世
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
地
図
」
と
い
う

「
世
界
」
に
は
還
元
不
可
能
な
「
物
自
体
」
の
世
界
こ
そ
が
「
存
在
し
な

が
ら
存
在
し
な
い
、
あ
の
カ
ー
ブ
の
向
う
」

の
世
界
な
の
だ
。
そ
し
て

(38)

人
間
は
絶
え
ず
「
既
知
の
世
界
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
既

知
の
世
界
」
と
「
猫
の
死
骸
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
友
田
義
行
は
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

野
生
を
保
っ
た
ま
ま
都
会
に
も
ぐ
り
こ
む
猫
。
そ
し
て
「
既
成
事

実
と
称
さ
れ
る
権
威
あ
る
存
在
」
の
象
徴
で
も
あ
る
猫
。
既
成
概
念

に
覆
わ
れ
た
表
層
的
な
都
市
風
景
の
反
転
位
置
に
落
ち
こ
ん
だ
探
偵

は
、
モ
ノ
を
モ
ノ
と
し
て
見
る
「
野
生
」
の
眼
を
も
っ
た
猫
と
対
面

し
、
新
し
い
独
自
の
名
づ
け
を
予
感
さ
せ
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
歩
き
去

る
。
逡
巡
を
繰
り
返
し
て
き
た
探
偵
は
、
つ
い
に
立
ち
ど
ま
る
こ
と

を
や
め
る
の
だ
。
(39)

「
猫
」
が
「
既
成
事
実
と
称
さ
れ
る
権
威
あ
る
存
在
」
な
ら
ば
、
な
ぜ

こ
の
「
猫
」
は
「
猫
の
死
骸
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
主

人
公
は
一
種
の
記
憶
喪
失
に
陥
る
こ
と
で
、
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』
の
主
人

公
同
様
に
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
も
の
の
「
本
質
」
を
現
象
学
的
還
元
し
、

「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
に
あ
る
サ
ル
ト
ル
的
「
実
存
」
、
カ
ン
ト
的
「
物
自

体
」
へ
と
向
う

。「
猫
」
が
「
死
骸
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
は
、「
既

(40)

成
事
実
」
に
対
し
て
現
象
学
的
還
元
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
猫
」
の
死
と
は
「
既
成
事
実
」
の
死
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
知
っ
て
い
る
と
思
っ
た
も
の
が
知
ら
な
い
も
の
へ
と
変
貌

す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
現

象
」
の
世
界
に
お
け
る
「
仮
象
」（appearance

）
に
過
ぎ
な
い
。
「
既
成
事

実
」
が
死
ぬ
と
き
、
そ
の
「
仮
象
」
は
現
象
学
的
還
元
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
既
成
事
実
の
世
界
」
の
内
部
に
「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
に
あ
る
還
元

不
可
能
な
も
の
が
発
見
さ
れ
る
の
だ
。
主
人
公
が
「
猫
の
死
骸
」
に
名
前

を
与
え
る
と
き
、「
既
成
事
実
」
に
は
還
元
不
可
能
な
も
の
が
発
見
さ
れ
、

そ
れ
に
主
人
公
が
名
前
を
与
え
る
。
主
人
公
が
「
微
笑
」
を
す
る
の
は
、

こ
の
瞬
間
で
あ
る
。
山
之
口
が
、
「
ね
ず
み
」
が
「
ね
ず
み
」
で
あ
る
と



い
う
「
既
成
事
実
」
に
対
し
て
現
象
学
的
還
元
を
行
い
、
「
ね
ず
み
で
も

な
け
れ
ば
一
匹
で
も
」
な
い
「
一
枚
」
を
提
示
し
た
よ
う
に
、
安
部
『
燃

え
つ
き
た
地
図
』
の
主
人
公
は
「
既
成
事
実
」
を
現
象
学
的
還
元
し
、
更

に
、
「
既
成
事
実
」
に
は
還
元
不
可
能
な
固
有
名
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
「
微
笑
」
が
、
主
人
公
が

失
踪
す
る
と
き
、
及
び
二
〇
年
間
の
失
踪
を
経
て
も
と
の
自
宅
に
帰
る
と

き
に
顔
に
浮
べ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
安
部
『
燃
え
つ
き
た
地

図
』
の
「
微
笑
」
と
は
、
主
人
公
が
「
既
成
事
実
」
か
ら
「
失
踪
」
を
果

た
す
瞬
間
に
浮
べ
る
表
情
だ
ろ
う
。
こ
の
「
微
笑
」
は
、
安
部
が
ホ
ー
ソ

ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
山
之
口
「
ね
ず
み
」
を
受
容
し
、
そ

れ
を
実
存
主
義
的
に
応
用
し
た
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ホ
ー

ソ
ー
ン
が
失
踪
後
に
自
宅
に
帰
る
失
踪
者
を
描
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
安

部
は
、
自
宅
に
も
帰
ら
ず
共
同
体
内
部
の
「
既
成
事
実
」
に
も
回
収
さ
れ

な
い
、
実
存
主
義
的
な
「
失
踪
」
を
描
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
、
安
部
公
房
の
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容

―
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
と
大
橋
健
三
郎

安
部
が
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を
書
く
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
を
受

容
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
や
講
演
で
の
発
言
を
ど

の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ホ
ー
ソ
ー
ン

や
ア
メ
リ
カ
文
学
を
補
助
線
と
し
て
引
き
な
が
ら
、
安
部
の
思
想
を
論
じ

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
が
発
表
さ
れ
た
一
九
六
七
年
前
後
に
、
安
部
は

エ
ッ
セ
イ
や
座
談
会
な
ど
で
、
「
都
市
」
の
問
題
を
扱
う
よ
う
に
な
る
。

安
部
は
一
九
六
四
年
八
月
二
七
日
か
ら
三
週
間
、
ソ
連
に
滞
在
し
、
そ
の

後
、
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
、
ア
メ
リ
カ
に
向
い
、
一
〇
月
末
に
日
本
に
戻
っ

て
い
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、

一
九
六
四
年
一
二
月
二
六
―
二
七
日
）
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
（M

oscow

）
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
い
う
二
つ
の
大
都
市
に
共
通
す
る
「
孤
独
」
と
「
焦
燥
感
」
が

論
じ
ら
れ
て
い
る

。
そ
の
後
、
安
部
は
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
学

―
ヘ

(41)

ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
そ
の
他
の
作
家
た
ち
」（
『
世
界
文
学
』
一
九
六
五
年
一
一

月
号
）
と
題
さ
れ
、
大
橋
健
三
郎
が
司
会
を
務
め
た
座
談
会
に
参
加
し
て

い
る
。
こ
の
座
談
会
で
安
部
は
、
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た

こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
「
隣
人
」
と
「
他
人
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て

い
る
。「
隣
人
」
が
「
相
互
理
解
の
可
能
な
も
の
」
で
あ
る
一
方
、「
他
人
」

は
「
疎
通
で
き
な
い
も
の
」
な
の
だ
と
い
う

。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
文

(42)

学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

い
ま
、
家
庭
っ
て
も
の
が
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
で
書
か
れ
る
っ
て
言

う
け
ど
、や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
で
書
か
れ
る
家
庭
っ
て
い
う
も
の
は
、

隣
人
の
喪
失
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
、
他
人
と
い
う
も
の
が
発
見
さ
れ

て
来
ず
に
で
す
ね
、何
か
隣
人
の
喪
失
と
い
う
と
こ
ろ
で
低
迷
し
て
、

そ
れ
が
悲
劇
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
学
や
、
そ
れ
か
ら
一
九
世
紀
文
学
な
ど
と
も
変
わ
り
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
の
持
っ
て
い
た
可
能
性

と
し
て
は
、
他
人
に
直
結
し
て
い
く
、
つ
ま
り
隣
人
を
媒
介
と
せ
ず

に
他
人
を
発
見
し
て
い
け
る
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
が
で
す
ね
、
恐



ら
く
ま
あ
、
ソ
連
で
も
一
時
期
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
…
…
(43)

こ
こ
で
安
部
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
世
紀
文
学
で
は
家
庭
で
の
隣
人
の

喪
失
が
悲
劇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
一
九

世
紀
文
学
で
「
隣
人
の
喪
失
」
が
描
か
れ
た
文
学
と
し
て
は
や
は
り
、
夫

が
妻
を
残
し
て
失
踪
す
る
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
想

起
さ
れ
る
。
こ
の
「
一
九
世
紀
文
学
」
を
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の

こ
と
だ
と
考
え
た
場
合
、
安
部
に
と
っ
て
は
「
隣
人
の
喪
失
」
を
越
え
て

「
他
人
の
発
見
」
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
安

部
が
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
で
ホ
ー
ソ
ー
ン
を
受
容
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

ホ
ー
ソ
ー
ン
を
超
え
て
失
踪
者
の
物
語
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
安
部
は
講
演
「
私
の
創
作
ノ
ー
ト
」（
第
二
回
新
潮
社
文
化
講
演

会
、
一
九
六
六
年
四
月
二
二
日
、
新
宿
・
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
）
や
エ
ッ
セ
イ
「
隣
人

を
越
え
る
も
の
」
（
『
現
代
芸
術
と
伝
統
』
合
同
出
版
、
一
九
六
六
年
一
二
月
）
な

ど
で
「
隣
人
」
／
「
他
人
」
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
も
の
は
隣
人
と
い
う
も
の
を
無
制
限
に
、
自
分

た
ち
の
隣
人
感
覚
を
超
え
て
、
論
理
的
隣
人
と
い
う
も
の
を
と
ら
え

て
、
そ
れ
を
無
限
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
を
征
服
す
る
、

と
い
う
イ
デ
ー
が
あ
る
わ
け
で
す
。
(44)

こ
こ
で
は
、
「
隣
人
」
／
「
他
人
」
の
問
題
が
な
ぜ
、
キ
リ
ス
ト
教
と

繋
げ
ら
れ
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
メ
リ
ヴ
ェ
イ
ル
が
言
う
よ
う
に
、

安
部
が
『
他
人
の
顔
』

や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
い
っ
た
失
踪
者
の

(45)

物
語
を
書
く
に
あ
た
り
、ホ
ー
ソ
ー
ン
を
意
識
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

ホ
ー
ソ
ー
ン
『
緋
文
字
』（T

he
Scarlet

L
etter,

1850

）
が
セ
イ
ラ
ム
魔
女
裁

判
（Salem

w
itch

trials,
1692

）
を
題
材
に
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム

（Puritanism

）
に
よ
る
他
者
の
排
除
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う

。
(46)

安
部
と
同
時
代
の
作
家
で
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ミ
ラ
ー
（A

rthur
M
iller,

1915-2005

）
が
、
こ
の
魔
女
裁
判
に
題
材
を
と
っ
て
、
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
（Joseph

R
aym

ond
M
cC
arthy,

1908-1957

）

に
よ
る
赤
狩
り
を
批
判

し
た
戯
曲
『
る
つ
ぼ
』（The

C
rucible,

1953

）
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
戯

曲
は
サ
ル
ト
ル
の
脚
本
で
映
画
化
（Les

Sorcières
de
Salem

,
1957

）

さ
れ
て

い
る

。
安
部
が
「
隣
人
」
／
「
他
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
キ
リ
ス
ト
教

(47)

と
結
び
つ
け
た
際
に
は
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
や
ア
ー
サ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
サ
ル
ト

ル
ら
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
に
さ
れ
た
、
魔
女
裁
判
や
赤
狩
り
に
お
け
る
他
者

の
排
除
の
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

講
演
「
続
・
内
な
る
辺
境
」（
〈
安
部
公
房
の
講
演
と
「
鞄
」
試
演
の
会
〉、
一
九

六
九
年
八
月
一
七
―
一
八
日
、
新
宿
・
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
）
で
は
、「
隣
人
」
／
「
他

人
」
の
問
題
が
、
都
市
／
農
村
と
い
う
二
項
対
立
を
扱
っ
た
文
脈
で
論
じ

ら
れ
、
国
家
に
対
抗
す
る
に
は
共
同
体
内
部
の
「
隣
人
」
を
拒
否
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
安
部
が

(48)

エ
ッ
セ
イ
「
内
な
る
辺
境
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
一
一
―
一
二
月
号
）
に

お
い
て
、
「
都
市
」
を
「
移
動
社
会
」
と
見
な
し
、
「
農
村
」
を
「
定
着
国

家
」
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

。
国
家
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
「
都

(49)

市
」
の
発
見
で
あ
る
。
同
時
代
の
言
説
に
注
目
し
た
場
合
、
こ
の
都
市
の

ノ
マ
ド
ロ
ジ
ー
（nom

adologie

）
と
で
も
言
う
べ
き
移
動
性
と
、
サ
ル
ト
ル



の
評
論
集
『
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ン
Ⅲ
』（Situations

III,
1949

）
に
収
録
さ
れ
た

「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
」（"V

illes
d'A
m
érique,"

1945

）
の
類
似
性
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
サ
ル
ト
ル
は
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
が
起
源
に
お
い
て
は

砂
漠
の
野
営
で
あ
る
こ
と
」

を
悟
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(50)

し
か
し
い
ま
だ
に
フ
ォ
ン
タ
ナ
や
、
西
部
辺
境
の
露
営
に
あ
ん
な

に
も
似
て
い
る
こ
れ
ら
の
浅
薄
な
都
市
は
、
合
衆
国
の
他
の
一
面
、

す
な
わ
ち
そ
の
自
由
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
人
が
自
由
で
あ

る
。
風
俗
を
批
判
し
た
り
、
改
革
す
る
自
由
で
は
な
く
、
風
俗
を
逃

れ
、
砂
漠
、
或
い
は
他
の
都
市
に
去
る
自
由
で
あ
る
。
都
市
は
開
い

て
い
る
。
世
界
に
向
い
、
未
来
に
向
つ
て
開
い
て
い
る
。
こ
れ
が
こ

マ
マ

れ
ら
す
べ
て
の
都
市
に
定
め
な
き
風
貌
を
与
え
、
そ
の
混
乱
、
そ
の

醜
悪
さ
そ
の
も
の
の
中
に
、
一
種
の
感
動
的
な
美
を
与
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
(51)

先
行
研
究
で
は
、
安
部
の
ア
メ
リ
カ
論
「
ア
メ
リ
カ
発
見
」（
『
中
央
公

論
』
一
九
五
七
年
一
一
月
号
）
に
カ
フ
カ
『
ア
メ
リ
カ
』（D

er
V
erschollene,

1927

）

や
サ
ル
ト
ル
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
」
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て

い
た
が

、
安
部
の
都
市
論
に
も
サ
ル
ト
ル
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

(52)

だ
ろ
う
か
。
安
部
は
サ
ル
ト
ル
が
ア
メ
リ
カ
の
都
市
に
発
見
し
た
「
移
動

の
自
由
」
を
主
張
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
国
家
へ
の
抵
抗
を
見
い
だ

し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
大
橋
健
三
郎
の
ア
メ

リ
カ
文
学
論
『
荒
野
と
文
明

―
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
小
説
の
世
界
』（
研

究
社
、
一
九
六
五
年
一
二
月
）
が
重
要
で
あ
る
。
安
部
「
内
な
る
辺
境
」
の
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
都
市
／
国
家
や
移
住
／
定
着
、
及
び
ユ
ダ
ヤ
人
文
学
の
問

題
が
す
べ
て
、
こ
の
研
究
書
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
一
部
「
荒
野
と

文
明
に
つ
い
て
」
と
第
二
部
「
移
住
と
定
着
に
つ
い
て
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
時
間
の
メ
キ
ャ
ニ
ッ
ク
ス
」
、
「
空
間
の
メ
キ
ャ
ニ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
副

題
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
荒
野
／
文
明
、
移
住
／

定
着
の
差
異
が
、
時
間
と
空
間
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
実

は
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
で
も
「
移
動
社
会
」
／
「
定
着
国
家
」
に
お
け
る

時
間
と
空
間
の
差
異
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

ま
し
て
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
大
都
市
で
は
、
た
ぶ
ん
世
界

大
戦
と
い
う
、
全
空
間
の
同
時
共
鳴
の
余
韻
が
ま
だ
響
き
つ
づ
け
て

い
る
た
め
も
あ
る
だ
ろ
う
、
時
間
の
共
有
感
覚
は
す
で
に
日
常
の
こ

と
で
あ
る
。
フ
ー
テ
ン
族
で
さ
え
、
新
宿
に
逃
げ
込
ん
で
来
た
ア
メ

リ
カ
脱
走
兵
と
、す
ぐ
に
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

学
生
た
ち
が
、
世
界
中
の
都
市
で
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
な
行
動
を
起

こ
し
て
も
、
誰
一
人
そ
の
空
間
的
偶
然
性
に
驚
い
た
り
す
る
者
は
い

な
い
。
誰
も
が
同
時
代
の
感
覚
を
、
い
つ
か
知
ら
ず
に
身
に
つ
け
て

し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
育
ち
す
ぎ
た
国
境
が
、
内
部
で
辺
境
の
卵

を
孵
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
だ
。
(53)

た
だ
、
一
つ
だ
け
、
都
市
に
固
有
の
性
格
と
し
て
、
空
間
密
度
の
圧

縮
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
集
中
化
は
、
相
対
的

に
、
人
間
の
移
動
効
率
を
高
め
、
人
間
関
係
も
多
角
化
す
る
一
方
、



無
名
性
も
強
め
ら
れ
る
。
農
村
生
活
の
定
着
性
に
く
ら
べ
る
と
、
都

市
生
活
者
の
パ
タ
ー
ン
は
、
驚
く
ほ
ど
移
動
民
族
的
な
傾
向
を
お
び

て
来
る
の
で
あ
る
。
(54)

安
部
に
よ
れ
ば
、
農
村
の
定
着
性
と
く
ら
べ
て
、
移
動
民
族
的
な
傾
向

が
強
い
都
市
で
は
空
間
密
度
が
圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
の
時
間
の

共
有
感
覚
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
安
部
と
大
橋
の
差

異
が
あ
る
。
大
橋
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（Jam

es
B
aldw

in,

1924-1987

）
の
『
も
う
一
つ
の
国
』（A

nother
C
ountry,

1962

）
や
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
（Jerom

e
D
avid

Salinger,
1919-2010

）

の
『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
』（The

C
atcher

in
the

R
ye,

1951

）
を
例
に

取
り
な
が
ら
、
空
間
的
な
運
動
（
移
住
）
を
と
お
し
て
都
市
空
間
か
ら
脱

出
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
憂
鬱
」
だ
と

捉
え
て
い
る

。
安
部
の
試
み
は
む
し
ろ
、
都
市
に
お
け
る
同
時
代
の
感

(55)

覚
や
国
家
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
移
動
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
安
部
「
内
な
る
辺
境
」
が
扱
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
と
大
橋

が
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
が
同
じ
作
家
達
で
あ
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
大
橋
は
「
都
市
生
活
者
で
あ
る
数
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
か

ら
、
す
で
に
新
鮮
な
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
的
な
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
作
品

が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
」

と
述
べ
、
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
と
し
て
、
サ
リ

(56)

ン
ジ
ャ
ー
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
（B

ernard
M
alam

ud,
1914-1986

）
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ス
（Philip

R
oth,

1933-

）
、
ノ
ー
マ
ン
・
メ
イ
ラ
ー
（N

orm
an

M
ailer,

1923-2007

）
、
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
（Saul

B
ellow

,
1915-2005

）
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

。
安
部
が
「
内
な
る
辺
境
」
で
名
前
を
挙
げ
た
ア

(57)

メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
は
、
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
シ
ョ
ー
（Irw

in
S
haw

,

1913-1984

）
、
ノ
ー
マ
ン
・
メ
イ
ラ
ー
、
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ロ
ス
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
、

・

・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
、
ア
ー

J

D

サ
ー
・
ミ
ラ
ー
で
あ
る
。
劇
作
家
で
あ
る
シ
ョ
ー
と
ミ
ラ
ー
を
除
い
て
、

安
部
と
大
橋
が
共
通
し
て
メ
イ
ラ
ー
、
ベ
ロ
ー
、
ロ
ス
、
マ
ラ
マ
ッ
ド
、

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
都
市
と
文
学
を
論

じ
る
際
に
、
安
部
と
大
橋
が
同
じ
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
達
に
言
及
し
て
い
る
の

は
、
安
部
の
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

荒
野
（
辺
境
）
や
文
明
（
国
家
）
、
都
市
に
お
け
る
時
間
／
空
間
、
移
住
／

定
着
の
問
題
を
共
通
し
て
論
じ
、
都
市
と
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
の
関
係
性
に
同

じ
よ
う
に
注
目
し
て
い
る
点
で
、
安
部
が
大
橋
の
テ
ク
ス
ト
を
媒
介
に
し

て
ア
メ
リ
カ
文
学
を
受
容
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

安
部
が
ホ
ー
ソ
ー
ン
を
受
容
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
サ
ル
ト

ル
、
大
橋
健
三
郎
を
媒
介
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
都
市
に
つ
い
て
の
思
想

を
深
め
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
橋
が
、
移

住
／
定
着
の
問
題
を
扱
っ
た
章
で
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
『
七
破
風
の
屋
敷
』（The

H
ouse

of
Seven

G
ables,

1851

）
の
「
そ
し
て
み
ん
な
に
共
通
な
、
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
前
進
！

そ
れ
は
ま
さ
に
人
生
そ
の
も
の
だ
っ
た
！
」
と
い
う
一

節
を
引
用
し
て
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
し
て
い
る
の
は

、
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
テ
ク

(58)

ス
ト
に
移
住
（
運
動
）
性
を
発
見
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
大
橋
が
、

ア
メ
リ
カ
文
学
に
は
「
西
へ
の
運
動
」
を
支
え
る
巨
大
な
「
空
間
」
で
の

「
逃
亡
の
パ
タ
ー
ン
」
が
あ
り
、
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー

（H
enry

D
avid

T
horeau,

1817-1862

）

の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
（W

alden

）
の
森
へ

の
移
住
、
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
大
洋
へ
の
船
出
と
同
じ
も
の
を
、



ホ
ー
ソ
ー
ン
の
内
面
探
究
に
発
見
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る

。
(59)

安
部
が
「
内
な
る
辺
境
」
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
文
学
で
表
現
さ
れ
る

移
住
（
運
動
）
性
を
、
国
家
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
都
市
の
特
性
と
し
て

捉
え
て
い
た
と
考
え
る
と
、
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
に
お
け
る
都
市
で
の

失
踪
と
は
、
国
家
か
ら
の
逃
亡
と
い
う
ア
ナ
キ
ズ
ム
（anarchism

）
的
な

も
の
に
な
る
だ
ろ
う

。
実
際
に
、
安
部
は
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
が
発

(60)

表
さ
れ
た
の
と
同
じ
年
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
国
家
か
ら
の
失
踪
」（
『
日

本
読
書
新
聞
』
一
九
六
七
年
一
一
月
二
〇
日
）
で
「
国
家
か
ら
の
失
踪
が
最
も
大

き
な
失
踪
」
だ
と
言
っ
て
い
る

。
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
視
点
か
ら
、
安
部

(61)

が
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
テ
ク
ス
ト
で
描
か
れ
た
失
踪
を
応
用
し
た
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
補
助
線
に
し

て
安
部
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を
論
じ
、
更
に
安
部
が
ホ
ー
ソ
ー
ン
を
読

ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
ア
メ
リ
カ
文
学
を
受
容
し
て

い
た
の
か
を
論
じ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
オ
ー
ス
タ
ー
が
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
三
部
作
』
を
書
く
際
に
、
共
通
し
て
失
踪
者
を
描
い
た
ホ
ー
ソ
ー
ン

と
安
部
の
テ
ク
ス
ト
の
両
方
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
及
び
メ
リ

ヴ
ェ
イ
ル
が
安
部
と
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
間
テ
ク
ス
ト
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、
都
市
を
舞

台
に
し
て
失
踪
と
夫
婦
関
係
を
描
い
て
い
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、
単
語

レ
ベ
ル
で
の
類
似
性
を
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
主
人
公
が
失
踪
す
る
直

前
に
「
立
ち
ど
ま
る
」
場
面
や
「
微
笑
」
を
浮
べ
る
場
面
が
、
『
燃
え
つ

き
た
地
図
』
と
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
両
方
に
共
通
し
て
登
場
す

る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
安
部
が
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
を
応
用
し

な
が
ら
、
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
や
山
之
口
「
ね
ず
み
」
と
同
じ
場

面
を
描
い
て
い
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。

そ
し
て
、
安
部
が
ホ
ー
ソ
ー
ン
を
受
容
し
て
い
た
と
考
え
た
場
合
、『
燃

え
つ
き
た
地
図
』
を
発
表
し
た
前
後
の
エ
ッ
セ
イ
や
座
談
会
で
の
安
部
の

発
言
を
、
ど
の
よ
う
に
同
時
代
の
言
説
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
論

じ
た
。
ま
ず
、
安
部
が
「
隣
人
」
／
「
他
人
」
と
い
う
観
点
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
を
論
じ
る
と
き
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
や
ア
ー
サ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
サ
ル
ト
ル

ら
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
に
さ
れ
た
、
魔
女
狩
り
や
赤
狩
り
に
よ
る
他
者
の
排

除
の
問
題
が
背
景
に
あ
る
可
能
性
を
示
し
た
。
そ
の
次
に
、
安
部
の
都
市

論
に
は
サ
ル
ト
ル
の
ア
メ
リ
カ
論
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
」
の
影
響
が
あ
り
、

安
部
が
都
市
に
国
家
へ
の
抵
抗
を
見
い
だ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
安
部
「
内
な
る
辺
境
」
と
同
じ
く
、
大
橋
健
三
郎
が
『
荒
野
と

文
明

―
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
小
説
の
世
界
』
に
お
い
て
、
都
市
／
国
家
、

移
住
／
定
着
、
都
市
と
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
安
部
が

大
橋
の
テ
ク
ス
ト
を
媒
介
に
し
て
ア
メ
リ
カ
文
学
を
受
容
し
た
可
能
性
を

指
摘
し
た
。
安
部
は
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
が
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
描

い
た
都
市
空
間
で
の
失
踪
を
、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
を
応
用
し
な
が
ら

反
復
さ
せ
、
国
家
か
ら
の
逃
亡
と
い
う
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
も
の
へ
と
変
貌

さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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光
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踪
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ホ
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ソ
ー
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「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
挙
げ
、
こ
の
系
譜
に

安
部
と
オ
ー
ス
タ
ー
が
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
九
世
紀
ア
メ
リ

カ
文
学
が
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
書
き
直
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ

ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
、
先
述
し
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ル
テ
ィ
『
ウ

ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
妻
』
な
ら
ば
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
」
の
ス
ペ
イ

ン
語
版
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
作
家
エ
ン
リ
ー
ケ
・
ビ
ラ
＝
マ
タ
ス
（E

nrique
V
ila-M

atas,

1948-
）
の
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
と
仲
間
た
ち
』（B

artleby
Y
C
om
pania,

2000

）
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

Jonathan
A
rac.

The
E
m
ergence

of
A
m
erican

Literary
N
arrative,

1820-1860.

13



(C
am
bridge:

H
arvard

U
P.
2005. )

71.

波
潟
剛
「
安
部
公
房
〈
失
踪
三
部
作
〉
論

―
公
房
の
都
市
表
象
と
植
民
地
体

14
験

―
」
（
『
文
学
研
究
論
集
一
五
号
』
筑
波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
、
一
九
九
八

年
三
月
）
二
四
八
―
二
五
〇
頁

Patricia
M
erivale.

"G
um
shoe

G
othics:

Poe's
"T
he
M
an
of
the

C
row
d"
and

H
is

15Follow
ers."

111.

R
ichard

S
w
ope.

"A
pproaching

the
T
hreashold

(
s )
in
Postm

odern
D
etective

16Fiction:
H
aw
thorne's

"W
akefield"

and
O
ther

M
issing

Persons."
(
C
ritique:

Studies
in
C
ontem

porary
F
iction

39.3
S
pring

1998.
207-227. )

214.

R
ichard

S
w
ope.

"A
pproaching

the
T
hreashold (

s )
in
Postm

odern
D
etective

17Fiction:
H
aw
thorne's

"W
akefield"

and
O
ther

M
issing

Persons."
218-221.

丁
熹
貞
「
安
部
公
房
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
受
容
と
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

―
「
記

18
録
性
」
と
の
関
連
を
視
座
と
し
て
」
（
『
超
域
文
化
科
学
紀
要
第
一
七
号

―

2012

』

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）

二
〇
九
―
二
一
三
頁

本
論
文
に
お
け
る
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
引
用
は
す
べ
て
『
安
部
公
房

19
全
集

』
（
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
六
月)

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
。
二
九
四

21

頁
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
二
九
五
頁

20

波
潟
剛
「
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
論

―
作
品
内
の
読
者
、
小
説
の
読
者
、

21
お
よ
び
同
時
代
の
読
者
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
文
学
研
究
論
集
一
四
号
』
筑
波
大
学

比
較
・
理
論
文
学
会
、
一
九
九
七
年
三
月
）
一
三
八
―
一
三
九
頁

Im
m
anuel

K
ant.

C
ritique

of
P
ure

R
eason. (

T
rans.

F.
M
ax
M
üller.

N
ew
Y
ork:

22D
oubleday,

1966. )
xxxvii-xxxviii.

N
athaniel

H
aw
thorne.

"W
akefield."

135.

23

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
二
九
七
頁

24

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』
（
白
井
浩
司
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
九
四

25
年
一
一
月
）
二
〇
七
―
二
〇
八
頁

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
三
一
一
頁

26

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
（
『
ホ
ー
ソ
ン
短
編
集

優
し

27
き
少
年

―
他
十
篇
』
佐
藤
淸
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
八
月
）

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
大
橋
健
三
郎
訳
（
『
集
英

28
社
版
世
界
文
学
全
集

―
ア
ッ
シ
ャ
ー
館
の
崩
壊
／
美
の
芸
術
家
他
』
集
英
社
、

30

一
九
八
〇
年
四
月
）

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」（『
ホ
ー
ソ
ー
ン
短
編
小
説

29
集
』
坂
下
昇
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
七
月
）

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」（『
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ

30
ー
ン
短
篇
全
集
Ⅰ
』
國
重
純
二
訳
、
南
雲
堂
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）

N
athaniel

H
aw
thorne.

"W
akefield."

132-133.

31

高
島
清
「
ホ
ー
ソ
ー
ン
と
モ
ラ
ル

―
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
解
釈
を
め
ぐ

32
っ
て

―
」
（
『
立
命
館
文
學
』
四
〇
〇
―
四
〇
二
号
、
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学

会
、
一
九
七
八
年
一
二
月
）
で
は
、
「
微
笑
」
が
二
度
、
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
ウ
ェ

イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
は
失
踪
し
た
二
〇
年
間
が
、
最
初
に
留
守
に
す
る
予
定

だ
っ
た
一
週
間
と
同
等
の
意
味
し
か
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
六
九
一
頁
）。

N
athaniel

H
aw
thorne.

"W
akefield."

139-140.

33

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
三
一
一
頁

34

山
之
口
貘
「
ね
ず
み
」
（
『
山
之
口
貘
全
集
第
一
巻

全
詩
集
』
思
潮
社
、
一
九
七
五

35



年
七
月
）
三
七
三
―
三
七
四
頁

山
之
口
貘
「
猫
」
（
『
山
之
口
貘
全
集
第
一
巻

全
詩
集
』
思
潮
社
、
一
九
七
五
年
七

36
月
）
三
一
―
三
二
頁

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
三
一
〇
頁

37

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
三
一
〇
頁

38

友
田
義
行
「
映
画
的
手
法
の
小
説
化

―
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
論
」（
『
戦
後
前
衛

39
映
画
と
文
学

―
安
部
公
房
×
勅
使
河
原
宏
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
二

七
五
―
二
七
六
頁

髙
野
斗
志
美
（
一
九
二
九
―
二
〇
〇
二
年
）
は
、『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
は
「
《
物
自

40
体
》
の
、《
い
ま
だ
名
づ
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
の
存
在
》
の
世
界
に
む
か
っ
て
、

つ
ま
り
、
自
己
解
放
の
可
能
へ
と
、《
私
》
を
脱
出
さ
せ
る
こ
と
」（
髙
野
斗
志
美
「
《
変

形
》
の
あ
と
に
く
る
も
の
」
（
『
増
補

安
部
公
房
論
』
花
神
社
、
一
九
七
九
年
七
月
）

六
一
頁
）
を
起
点
と
し
た
物
語
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

安
部
公
房
「
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九

41

19

九
九
年
四
月
）
五
八
―
六
一
頁

安
部
公
房
、
石
一
郎
、
小
島
信
夫
他
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
学

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ

42
ー
と
そ
の
他
の
作
家
た
ち
」
（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
四
月
）

19

三
五
八
―
三
五
九
頁

安
部
公
房
、
石
一
郎
、
小
島
信
夫
他
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
学

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ

43
ー
と
そ
の
他
の
作
家
た
ち
」
三
六
〇
頁

安
部
公
房
「
私
の
創
作
ノ
ー
ト
」（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
五

44

20

月
）
一
七
二
頁

守
安
敏
久
「
安
部
公
房
『
他
人
の
顔
』

―
小
説
か
ら
映
画
へ

―
」（
『
宇
都
宮
大

45
学
教
育
学
部
紀
要
第
五
九
号
第
一
部
』
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

で
は
、
『
他
人
の
顔
』
の
変
装
し
て
妻
を
誘
惑
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
江
戸
川
乱
歩

（
一
八
九
四
―
一
九
六
五
年
）
の
『
一
人
二
役
』
（
『
新
小
説
』
一
九
二
五
年
九
月
）

や
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
＝
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
（W

olfgang
A
m
adeus

M
ozart,

1756-1791

）
の
オ
ペ
ラ
『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』（C

osì
fan

tutte,

1790

）
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
人
公
が
「
失
踪
」
を
果
た

し
て
か
ら
「
変
装
」
を
し
て
妻
を
観
察
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
か
ら

の
影
響
が
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

安
部
公
房
『
密
会
』
（
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）
で
は
、
失
踪
し
た
妻
ら
し

46
き
「
仮
面
女
」
が
病
院
内
の
祭
り
に
登
場
す
る
。
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ヤ

ン
グ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
」（"Y

oung
G
oodm

an
B
row
n,"

1835

）
で
も
、

魔
女
狩
り
を
思
わ
せ
る
儀
式
に
妻
が
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
登
場
し
て
お
り
、
安
部
が
ホ

ー
ソ
ー
ン
を
受
容
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
代
の
日
本
で
は
、
映
画
『
サ
レ
ム
の
魔
女
』
は
松
川
裁
判
と
の
関
連
で
評
さ
れ

47
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
佐
々
木
斐
夫
、
小
松
茂
夫
、
星
野
安
三
郎
他
「
映
画
『
サ
レ
ム

の
魔
女
』
と
松
川
裁
判
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
五
八
年
一
一
月
号
）
）
。
松
川
裁
判
と

は
、
一
九
四
九
年
八
月
一
七
日
に
東
北
本
線
松
川
駅
付
近
で
発
生
し
た
列
車
転
覆
事

件
「
松
川
事
件
」
を
め
ぐ
る
赤
狩
り
的
色
彩
の
濃
い
裁
判
の
こ
と
。
裁
判
で
は
労
働

組
合
員
ら
が
起
訴
さ
れ
た
が
、
一
九
六
三
年
、
最
高
裁
判
所
が
全
員
に
無
罪
を
命
じ

た
。
作
家
、
広
津
和
郎
ら
が
裁
判
批
判
を
展
開
し
た
（
広
津
和
郎
『
松
川
裁
判
』
全

三
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
五
年
六
月
―
一
九
五
八
年
一
〇
月
）。

安
部
公
房
「
続
・
内
な
る
辺
境
」（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七

48

22

月
）
三
三
五
頁

安
部
公
房
「
内
な
る
辺
境
」（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七
月
）

49

22

二
二
七
頁



ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
」
渡
辺
明
正
訳
（
『
サ
ル
ト
ル

50
全
集
第
一
一
巻

ア
メ
リ
カ
論
』
渡
辺
一
夫
、
佐
藤
朔
、
渡
辺
明
正
他
訳
、
人
文
書
院
、

一
九
五
三
年
七
月
）
二
三
頁

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
」
三
六
頁

51

野
村
喬
「
安
部
公
房

―
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を
視
座
と
し
て
」（
『
国
文
学
解
釈

52
と
教
材
の
研
究
』
一
九
六
九
年
二
月
号
、
學
燈
社
）
五
〇
頁

安
部
公
房
「
異
端
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」（『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年

53

22

七
月
）
一
四
九
頁

安
部
公
房
「
内
な
る
辺
境
」（『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七
月
）

54

22

二
二
七
頁

大
橋
健
三
郎
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
憂
鬱
」（
『
荒
野
と
文
明

―
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ

55
小
説
の
世
界
』
研
究
社
、
一
九
六
五
年
一
二
月
）
一
八
五
―
二
〇
五
頁

大
橋
健
三
郎
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
憂
鬱
」
二
〇
五
頁

56

大
橋
健
三
郎
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
憂
鬱
」
一
八
七
―
一
九
一
頁

57

大
橋
健
三
郎
「
移
住
と
定
着
に
つ
い
て

―
空
間
の
メ
キ
ャ
ニ
ッ
ク
ス
」（
『
荒
野
と

58
文
明

―
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
小
説
の
世
界
』
研
究
社
、
一
九
六
五
年
一
二
月
）
七

七
頁大

橋
健
三
郎
「
汽
車
の
な
か
で
の
幻
想

―
ト
マ
ス
・
ウ
ル
フ
の
次
元
」（
『
荒
野
と

59
文
明

―
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
小
説
の
世
界
』
研
究
社
、
一
九
六
五
年
一
二
月
）
九

三
―
九
四
頁

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（G

illes
D
eleuze,

1925-1995

）
は
、
生

60
前
最
後
の
著
書
『
批
評
と
臨
床
』（C

ritique
et
C
linique,

1993

）
で
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
「
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
描
く
独
身
者
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
は
、
カ
フ
カ
の
作
品
の
独

身
者
と
同
様
、
「
自
分
が
散
歩
す
る
場
所
」
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
を
見
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
人
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
父
親
的
機
能
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
で

あ
り
、
砕
か
れ
た
父
親
を
持
つ
息
子
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
と
っ
て
の
息
子
だ
。
す
で

に
独
立
前
に
、
ア
メ
リ
カ
人
は
国
家
の
複
合
体
、
ア
メ
リ
カ
人
の
使
命
と
両
立
し
う

る
国
家
形
態
を
考
え
て
い
た
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
使
命
と
は
、
「
昔
な
が
ら
の

国
家
機
密
」
を
、
つ
ま
り
国
民
だ
と
か
、
家
族
だ
と
か
、
遺
産
だ
と
か
、
父
親
だ
と

か
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も
世
界
を
、
兄
弟
の
社
会
を
、
人
間

と
財
の
連
邦
を
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
し
て
の
個
人
か
ら
成
る
共
同
体
を
構
築
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
ソ
ロ
ー
や
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
よ
っ
て
植
え
付

け
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。
」
（
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
、
ま
た
は
決
ま

り
文
句
」
（
『
批
評
と
臨
床
』
守
中
高
明
、
谷
昌
親
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇

年
五
月)

一
七
七
―
一
七
八
頁
）
。
都
市
を
舞
台
に
し
て
共
同
体
か
ら
離
れ
た
単
独
者

を
描
く
メ
ル
ヴ
ィ
ル
同
様
に
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
も
ま
た
、
失
踪
者
を
描
い
て
共
同
体
の

外
部
を
目
指
す
。
ソ
ロ
ー
『
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
』(W

alden,
or
Life

in
the
W
oods,

1854 )

で
は
、
共
同
体
か
ら
離
れ
て
森
と
い
う
「
辺
境
」
で
生
き
る
ソ
ロ
ー
自
身
が
描
か
れ

て
い
る
。
ソ
ロ
ー
や
ホ
ー
ソ
ー
ン
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
ら
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス

（A
m
erican

R
enaissance

）
文
学
で
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
言
う
よ
う
に
「
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
と
し
て
の
個
人
か
ら
成
る
共
同
体
を
構
築
す
る
こ
と
」
が
目
指
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
安
部
も
ま
た
、
共
同
体
の
外
部
を
目
指
す
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
作
家
で
あ
っ
た
。

共
同
体
の
外
部
を
目
指
す
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
、
時
間
と
空
間
を
越
え
て
ソ
ロ
ー
や
ホ
ー

ソ
ー
ン
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
安
部
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
だ
と

言
っ
て
も
よ
い
。

安
部
公
房
「
国
家
か
ら
の
失
踪
」（
『
安
部
公
房
全
集

』
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
六

61

21

月
）
四
二
七
頁

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
修
士
課
程
二
年
）


